
別紙様式２ 
 

令和２年度「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
 

 
市町村名（ 垂水市 ） 

事  業  名       郷土の先輩の話を聞こう 実施時期 令和２年11月４日 

趣旨又は目的 

○ 郷土の先輩のこれまでの生き方や培ってきた考え方に学ぶことを通して，自分
自身の未来への夢や希望をもつことができるようにする。 

○ 自分のよさに気付き，それを生かした生き方への主体的な取組ができる子ども
を育てる。 

参  加  者       
柊原小学校児童２５名，教職員５名 

活 動 概 要       

 県民週間が始まった頃から，「郷土の先輩の話を聞こう」を郷土教育やキャリア
教育の一環として企画している。柊原小学校の卒業生に来校していただき，母校の
後輩たちに，これまで培ってきたことや後輩たちへのエールを送っていただいてい
る。 
 今年は，本校の卒業生である篠原勝彦さん（柊原子ども会育成会会長）をお招き
し，話をしていただく。具体的には， 
○ 柊原小学校に在籍していた頃のことや柊原小への思い 
○ ずっと続けてきた（小３から）大好きなサッカーのこと 
○ 指導者としても関わってきた柊原サッカースポーツ少年団のこと（20年ほど） 
 これらのことを，途中，ユーモアたっぷりにお話しいただいた。 

活 動 写 真       
 

[説明] 

 

 

〔紙芝居的に分かりやすく話をされた。〕 

〔サッカーを通じて学んだことを強調された。〕 

〔児童も真剣に先輩の話を受け止めた。〕 

〔夢の実現のためのポイントを示された。〕 


